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太鼓名を創る論理､伝える論理
今回も､キャリントン [Carrington.∫.F.,
TalkingD7･u'nSOfAfrica,1949]に拠りながら､
太鼓名の考察を続けよう｡
●男性と女性
太鼓言葉をもつ社会の男性は､全員が太鼓名
をもっていた｡コンゴのキサンガニ近辺では､
イニシェーションなどの特別の儀礼を機に､或
いはロケレ人の場合のように太鼓言葉を解せる
ようになるとすぐに (つまり､概ね5､6歳の
頃)､男性には太鼓名を与えた｡特に､ムボレ
森一帯では､幼い時に付けた太鼓名を､イニシ
ェ-ションを終えた直後に別の太鼓名に変えた｡
一方女性は､既婚 ･未婚を問わず､特別の太
鼓名をもっていなかった｡前回紹介した通 り､
ロケレ人 (ケレ語)の太鼓言葉では､娘という
語は ｢あの娘は漁網の所には行かないだろう｣
(bosekabotilahendelinginda)という回りく
どい表現になる｡そして､どの娘も､この後に
父親の名前に ｢-の｣(lya-)を加えた太鼓名
で呼ばれたのである｡
既婚の女性は､無論､夫からみれば妻である｡
妻は､ロケレの太鼓言葉ではbokalilabalanga
となる｡bokalilabalangaの正確な語義は不明
だが､bokaliは妻 (wall)の古語 と解せ､
balangaはヤム芋だから､全体の直訳は ｢ヤム
芋の妻｣とでもなろう｡要するに､これは ｢料
理にいそしむ妻｣といった語感をもつ表現で､
妻を指す口語のwali､またはbokaliの声調上の
多くの ｢同音異義語｣から､この語形で区別し
ているのだOそして､既婚女性は､bohalila
balangaの後に夫の名前に ｢-の｣(wa-)を
加えた太鼓名で呼ばれた｡
すると､次のようにいえよう｡ロケレでは､
アフリカの他の多くの社会と同様､女性は統合
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的な人格としてよりは､未婚なら娘として､既
婚なら妻としての役割によって存在を認知され
ていた｡即ち､集団間の政治的な連帯関係を創
りだし､それを維持する紐帯としての婚姻制度
の媒介者として重視されたのだ｡太鼓言葉は､
この事実を明確に浮かび上がらせるのである｡
■太鼓名の構成
さて､同地域の男性の太鼓名は3つの部分か
らなる｡最初の部分は､彼の特性を示す太鼓名｡
これをAとする｡Aには､彼の父親の特性を示
す太鼓名 (すなわち､父親にとってのA)が続
く｡これをBとする｡そしてBの後には､彼の母
親が婚出して来た村の太鼓名が添えられる｡こ
の最後の部分をCとしよう｡(ただし､BとCは
順序が逆の場合もあった)｡
すると太鼓名は､異母兄弟であればCの部分
だけが､同母兄弟ならBとCの部分が同じになる｡
つまり､太鼓名は各音節の声調の高低を二者択
一的に伝達するのみであるがゆえに回りくどい
表現になる構造的な制約のゆえに､逆に口頭の
名前以上の情報を伝える一面ももつのだ｡ただ
し､太鼓名も口頭の名前と同様に､Aだけを用
いるのが普通だった｡
キャリントンは､ロケレ人のヤフォロ村のト
ーキング ･ドラム造りである､ポイェレを例と
して､太鼓名の構成を具体的に説明している｡
彼の場合､Aがgoolalohoki(毒が消えることの
ないスッピッティング ･コブラ)､Bがbolemba
kolayeteyalikonga(槍を手にした悪霊)､C
がbatobaakalaloolalokokilwabainatede
(毒が消えることのないスッピッティング ･コ
ブラのように､〔バ〕エナ人に繋がる人々 ;つ
まりヤンゴンデ村)である｡
さらに､実際には､AとBの間には ｢-の息
子｣ を意味 す るIitiangahiekolyaまたは
bolongolaが､またBとCの間には｢母の村であ
る-の｣を意味するbohanawaが挿入されてい
る- ただし､後者は簡潔にwaやlaで往々代用
する｡ つまり､ポイェレの太鼓名は､Loola
lokoki.bolongolabolembakolayeteyalikonga
bokanawabato,baakalaloolalokokilwa
bainatedeなのである｡
■太吉貴名の相続
ポイェレの父リトウマニヤも､父方の祖父パ
オ77も､ヤフォロ村の トー キング ･ドラム造
りの職人だった｡ポイェレは､太鼓名のAの部
分 (毒が消えることのないスッピッティング･
コブラ)を祖父パオ77から受け継いだ｡
ポイェレの小学生の息子αは､ポイェレ同様､
太鼓名のAの部分を父方の祖父から相続 した｡
ただ､ポイェレとは異なり､彼の息子は口語の
名前もまた父方の祖父から相続していた｡つま
り､彼の口語の名前は､祖父と全く同じリトウ
マニヤだったのである｡
αの太鼓名は､先に示した構成法からわかる
通り､Aが ｢槍を手にした悪霊｣､Bが父親ポイ
ェレにとってのAである ｢毒が消えることのな
いスッピッティング ･コブラ｣である｡すなわ
ち､かくして､AとBの部分については､父方
の祖父リトウマニヤの太鼓名と全く同じなのだ｡
ただし､二人の母親が別の村から嫁いでいたの
で､Cの部分だけは異なっていた｡
ところで､先に､太鼓名のAは個人の特徴を
示す部分だと述べた｡だが､この例からも明ら
かな通 り､Aの部分が本人の特徴を叙述してい
るとも限らない｡特に､太鼓言語が比較的新し
い時期に他民族から導入されたのではなく､社
会に深く根を張った制度となっているロケレの
ような人間集団の場合には､Aの部分は父系氏
族の男性先祖から相続されたのである｡
前回紹介した､〔バ〕ムボレ人のメネコンゲ
も､A､B､Cの3つの部分からなる太鼓名をも
っていた｡〔バ〕ムボレ人はバントウ語系のモ
ンゴ諸民族の一派で､木村大治氏が調査したボ
ンガンド人にごく近縁の人々である｡
『太鼓名を創る
ところで､キャリントンは､Kulogee'dwa'be
osongotene伯 人の街では力が無効になる)と
いう､ミッションの農場監督でムバ工人である
エクブクの太鼓名を挙げている｡その含意は
｢仲間のアフリカ人の目にはどんなに力がある
ように見えようとも､お前の力は白人の前では
物の数にも入らない｣であり､明らかに植民地
化後に作られた名前だという｡
ムバ工人は､ナイル ･サハラ語族の中央スー
ダン話語を話すが､バントウ語系の諸民族の間
に交じって住んでいる｡彼らは土地の新来者で､
太鼓言語も周囲のバントウ語系の民族から導入
した､とキャリントンは考えている｡
一方､バントウ語系の人々の事情は､キャリ
ントンが太鼓名を得ようとした､次のエピソー
ドからよく窺える｡
多 くの人々は声調言語以外の言語を知らず､
ヨーロッパ人は太鼓言語を使わないので､自分
も父親も太鼓名をもっていないと彼がいくら説
明しても､信 じようとしなかった｡それどころ
か､ベルギーの太鼓言語の事情を秘匿しようと
しているのだと誤解した｡
初期のミッショナリーなど､白人が､最近亡
くなった民族のリーダーの太鼓名を貰う例はあ
った｡だが､キャリントンの住んでいたヤスク
地区ではそうした慣行が既に廃れていた｡彼が
漸 く太鼓名を得たのは､彼の父親がカントリ
ー ･ダンスの踊り手だったと告げ後だっだ｡
それは､Bosongoolimokondalokondaekese
olongololikalikalikolokondause,batobaoki
koseketwelocaacaa,bakenenekondaonoko
waolongololikakikaという名前だった｡その意
味は､｢踊れば空に舞い上がる白人､村の男た
ちはハ !ハ !と笑おう､踊り手の口の痛み｣で
ある｡彼は踊りのもつニュアンスの解釈の違い
に大いに戸惑う一方､この名前にはアフリカの
踊りの雰囲気がよく出ているとも述べている｡
(こんま とおる 神奈川大学社会人類学)
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